
 

 

 

 

 

 

 

６.  合同委員会の開催状況 
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10:00

10:00 ～ 10:05

10:05 ～ 10:10

10:10 ～ 10:20

10:20 ～ 11:05

11:05 ～ 11:50

11:50 ～ 12:00

８．閉会 12:00

１．開会

２．挨拶

４．国営事業総合技術支援について

５．栃木南部地区（田中委員長）

６．茨城中部地区（青山委員長）

７．とりまとめ

３．委員紹介

平成３０年度 関東農政局管内国営事業総合技術支援業務

合 同 委 員 会

議 事 次 第

開催日時  ：平成３１年  ２月２１日（木） 10：00～12：00
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【栃木南部地区】

委 員 長 田 中 忠 次 東京大学 名誉教授

委    員 入 江 正 樹 清水建設株式会社 土木技術本部 上席エンジニア

〃 中 村 幸 一 株式会社 安藤・間 土木事業本部

【茨城中部地区】

委 員 長 青 山 咸 康 京都大学 名誉教授

委    員 佐 藤 靖 彦 西松建設株式会社 技術研究所 主席研究員

〃 高 橋 一 成 株式会社奥村組 東日本支社 土木技術部 次長

田 中 久 二 農村振興部長

進 藤 惣 治 地方参事官（各省調整）

松 本 勉 農村振興部 設計課長

野 口 康 農村振興部 水利整備課長

田 村 和 義 農村振興部 水利整備課 課長補佐

牧  東史臣 農村振興部 農地整備課 課長補佐

土地改良技術事務所

内 海 晋 所長

白 鳥 勝 弘 専門技術指導官

小 林 愛 建設技術課 設計技術第１係

栃木南部農業水利事業所

筧         直  樹 所長

林  範 昭 調査設計課長

岸 川 哲 也 設計係長

茨城中部農地整備事業所

野 村 栄 作 所長

會 澤 俊 彦 工事第二課長

渋 井 宏 幸 技術専門官

（一財）日本水土総合研究所

小 倉 健一郎 主席研究員

井 上 吉 弘 主任研究員

平成30年度 関東農政局管内国営事業総合技術支援業務

合同委員会

出 席 者 名 簿

農林水産省 関東農政局
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平成 30年度 関東農政局管内国営事業総合技術支援 

事業(務)所名 関東農政局土地改良技術事務所 地区名 

合同委員会(開催日：平成 31 年  2月 21日) 

委員出席者 

 田中 忠次 

（東京大学 名誉教授） 
― 

入江 正樹 

（清水建設㈱） 

中村 幸一 

（㈱安藤・間） 

青山 咸康 

（京都大学 名誉教授） 
― 

佐藤 靖彦 

（西松建設㈱） 

高橋 一成 

（㈱奥村組） 

関東農政局 

田中 久二 

（農村振興部 部長） 

進藤 惣治 

（地方参事官） 

松本 勉 

（設計課長） 

野口 康 

（水利整備課長） 

田村 和義 

（水利整備課 課長補佐） 

牧 東史臣 

（農地整備課 課長補佐） 

土地改良技術 

事務所 

内海 晋 

(所長) 

白鳥 勝弘 

(専門技術指導官) 

小林  愛 

（設計技術第１係） 

事業所 

担当者 

筧   直樹 

（栃木南部農業水利事業所 

所長）

林 範昭 

（栃木南部農業水利事業所 

調査設計課長）

岸川 哲也 

（栃木南部農業水利事業所 

設計係長） 

野村 栄作 

（茨城中部農地整備事業所 

所長） 

會澤 俊彦 

（茨城中部農地整備事業所 

工事第二課長） 

渋井 宏幸 

（茨城中部農地整備事業所 

技術専門官） 

総研出席者 
小倉 健一郎 

（主席研究員）  

井上 吉弘 

（主任研究員）  

【検討結果】 

主 題 

各地区にて検討した課題について、その内容と意見を説明し、新たな視点から意見・指導を求める。 

（栃木南部地区） 

・開削掘削については、法面は安定するものの水替えが発生するので、道路への影響をどのよ

うに評価するのか今度検討していただきたい。

・既設のボックス等で不連続部が発生する土留め鋼矢板において、薬液注入等の地盤改良が考

えられますが、工程的に非かんがい期の施工となるため、工程に影響を及ぼすか検討したほ

うがいい。

・非常に交通量の多い国道上なので車両の出入りに制約がある場合は、仮置き等も考慮して、

工程に影響ない様に検討していただきたい。

（茨城中部地区） 

・含水比が高い土質条件なので、地下水位低下工法を行った場合の圧密沈下についても検討し

ていただきたい。
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6.4 議事録 
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合同委員会議事録 

開会 

農村振興部 田中部長挨拶 

事務局：資料１説明 

栃木南部農業水利事業所 林調査設計課長：資料２説明 

入江委員： 掘削は、鋼矢板による土留めとオープン掘削の組合せになります。

現計画ではそれぞれ独立で検討されていますが、組合せになることを

どのように整理するのか。片側が鋼矢板で片側がオープン掘削の場合、

オープン掘削側では水替えをしながらの施工になります。P.5-12 に、

地下水対策の検討の記載がありますが、地下水位を低下させながらの

施工となると、鋼矢板の土留め設計をどのように考えるかが課題とな

ります。 

林調査設計課長： ウェルポイントは考えなければならないと思っているのですが、国

道 50 号線でウェルポイントをしてよいものか判断が難しいところで

す。 

入江委員：  土留め鋼矢板については、地下水の高い条件で検討されているので

問題は無いですが、オープン掘削については、法面を安定させるため

に地下水低下工法の併用が前提となるので、道路への影響をどのよう

に評価するのか今度検討していただきたいと思います。 

林調査設計課長： 協議を進めながら、再検討を行います。 

入江委員：  土留め鋼矢板において、既設のボックス部等で不連続部が発生しま

す。不連続部には、薬液注入等の地盤改良が必要と考えられますが、

非かんがい期の限られた期間での施工となるため、工種が増えること

で、工程に影響を及ぼすことがないか検討したほうがいいと思います。 

林調査設計課長： 不連続部については再検討を行います。 

中村委員： 施工順序に従い、切回し、機械の配置、ボックスカルバート据付時

の旋回方向等かなり細かい検討がされており、実現可能と思います。

ただ、非常に交通量の多い国道上なので車両の出入りも十分に注意す

る必要があります。工程上のクリティカルパスはボックスカルバート

の据付になるかと思います。それを順調に行うための水路の切回し等

の仮設は場内での施工になるものの、車両の出入りで制約が発生する

とボックスカルバートの据付に遅れが発生します。そのためにも場内

への仮置き等クリティカルにならないような工夫が必要です。実際は
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施工業者が考えるべき項目ですが、狭いスペースで順序良く施工する

ためにも、ここで示された施工順序が実際の施工に生かされるような

ご指導等も必要かと思います。 

田中委員長： 2-3に土質の特性が記載されていますが、原位置の調査結果ですか。 

林調査設計課長： Ｎ値から推定しています。 

田中委員長：   雨に対しても検討されていますが、昨今の豪雨に対しても検討され

ているのですか。 

林調査設計課長： 7-1に想定外洪水の対策を検討していますが、問題はありません。

田中委員長：  全体の対応方針を確認します。№1について何かありますか。 

入江委員： ボックスカルバート据付時に支障になるのは情報ＢＯＸ管だけです

か。 

林調査設計課長： そうです。 

入江委員： 例えば、プレキャストのボックスカルバートをスライドさせて据付

ける工法もあります。荷降ろし箇所を一箇所にできるなどのメリット

があるので、、適用可能であれば、据え付け用のクレーンの大きさを小

さくすることも可能かと思います。 

林調査設計課長： 今後の検討材料にしたいと思います。 

田中委員長：  №2について何かありますか。 

入江委員： P.2-1の設計荷重の中で、敷鉄板の全面積を有効として荷重を一様分

散させる条件となっていますが、幹線道路の近接作業となるので、地

盤をよく確認した上で判断、施工することを、仕様書等に記載してい

ただきたい。 

田中委員長： №4について何かありますか。 

入江委員：  自立式の場合は、11 ㎝位発生している頭部変位に注意することが大

切です。地盤バネの設定の仕方で設計時の数字も大きく変わります。

頭部変位が道路に影響を及ぼさないか注意していただきたい。 

田中委員長： №7について何かありますか。 

中村委員： 仮設パイプはφ1100×２条になり、そこが上流端なるので、異常出

水した場合に堰上げの発生が予測されますが、検討はしていますか。 

林調査設計課長：  検討していません。今後、国土交通省と通行止めの基準等について

も協議を進めていきたいと思います。 

茨城中部農地整備事業所 會澤工事第二課長：資料３説明 

佐藤委員：  含水比に資料により、Ap 層と Ac2 層の違いがよくわかりました。圧

密に関しては Ac2層の方を留意しなければいけない。施工時は 1ｍ盛土

を行い、地下水位低下工法も併用という説明でしたが、床掘時は、水

替えは少なからず発生します。粘性土の条件で 1ｍ嵩上げした時や地下
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水を下げた時の圧密量は検討していますか。 

青山委員長：  P6 に圧密沈下がおこり、周りに影響を及ぼす可能性があると記載さ

れていますが、それに対する対応策の記載がない。 

コンサル： 構造物は杭基礎なので、完成後の圧密については検討していません。

施工について、ポンプ場の周りは、軟弱地盤のため地盤改良工法によ

り土留めをつくり、その中に構築する計画です。埋戻しの土の重さに

よる沈下が加算されるところは今後検討します。杭で支えられ、仮設

でつくられた箱状の地盤改良帯の中に構築しますが、僅かながら沈下

が発生する可能性がありますが、それについては今後検討します。 

佐藤委員：  念のため、沈下量を確認していただければと思います。１ｍの嵩上

げは将来的にもその高さですか。 

會澤工事第二課長： そうです。 

佐藤委員： １ｍの嵩上げにより発生するネガティブフリクションについても確

認していただきたい。 

青山委員長： P7の粘着力 62.5について、当初の数値と変わっているのですか。 

會澤工事第二課長： 変わっていません。ここでは 62.5 の根拠を示しています。 

青山委員長： №2の項目について、現地で目の前にあった施設ですが、何の記録も

なかったのですか。 

會澤工事第二課長：  図面はありましたが、湧水等の状況がわかる写真はありませんでし

た。 

青山委員長： №3の基礎杭の検討について意見はありますか。 

高橋委員：  現地調査員会では、１ｍ盛土しても被圧地下水位の影響はあるとの

指摘に対し、今回はその指摘を反映された検討がされています。中堀

工法ではフリクションカットをしても、被圧地下水位により、杭周辺

から湧水が発生する可能性があります。 

佐藤委員： 隣接した機場も打込み工法で施工されており、より確実な施工が施

工出来ると思います。 

青山委員長：  当初の中堀り工法から打込み工法に変更したという判断でいいです

か。 

會澤工事第二課長： そうです。 

佐藤委員：  打込み工法で問題は無いと思いますが、施工時の留意点として打止

め高さの管理が重要になります。特に中間支持層なので、打込み杭の

管理手法に準じて管理していただければと思います。 

青山委員長： 現地調査委員会時では、施工機械がないと説明があったが、実際に

はあるのですか。 

會澤工事第二課長： 全くないわけではないので、早めに手配したいと思います。 

青山委員長： №4の中間支持層について意見はありますか。 
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佐藤委員：  詳細に検討していただいた結果、杭先端の位置もＮ値の一番高い箇

所になっています。通常より杭長が短くなるもののＨ/Ｄは所定以上な

ので、問題はないかと思います。 

青山委員長： P11の(2)検討結果はどういう結果ですか。 

會澤工事第二課長：  中間砂礫層の下層への影響を群杭で検討しており、下層には影響が

ないという結果です。 

佐藤委員： 現地調査委員会では、単杭のみの検討をしていましたが、群杭で検

討しても問題は無いという結果について理解いたしました。 

青山委員長： 杭の配置は当初案から変更はありますか。 

會澤工事第二課長：  配置の変更は行っていません、杭の先端をＮ値の最大に合わせてい

るので杭長が短くなっています。 

青山委員長： №5に地盤改良の範囲について、何か意見はありますか。 

佐藤委員： 出入車両の走路のみ改良で対応されていますが、機場の施工時にク

レーンや重機の支持力の対策は、何か検討されていますか。

會澤工事第二課長： 機場部分は進入路とは別に地盤改良を行います。その地盤改良が土

留めの代わりになります、 

佐藤委員： その地盤改良が重機の支持力に耐えうるということですか。 

會澤工事第二課長： そうです。 

佐藤委員： 掘削時の土留めについて、地盤改良で土留めを行うと説明がありま

したが、その検討内容について説明していただきたい。 

會澤工事第二課長：  地盤改良と土留め矢板の比較検討は行いました。地盤改良はパワー

ブレンダー工法で検討を行いました。矢板についての検討を行いまし

たが、軟弱地盤の為、ヒービングを起こす可能性があり、その対策と

して深層混合処理を行う必要があるので工事費が高くなります。よっ

て、地盤改良工法で検討を進めています。 

佐藤委員： 機場の周りは検討中ということですか。 

會澤工事第二課長： 中層混合処理の方が安価という結果が出ています。 

青山委員長： 現地調査委員会での指摘事項は、全て対応されていますが、数値的

に明らかになっていないのは、高含水比の土であることによる圧密の

影響なので、それについては着工後に検討して下さい。 

農村振興部 進藤地方参事官挨拶 

閉会 
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6.5 検討結果の整理 
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た
。 

・
車
両
の
出
入
り
に
制
約
が
発
生
す
る
場
合
は
、
場
内
へ
の

仮
置
も
検
討
す
る
こ
と
。

４
 

鋼
矢
板
に
よ
る
土
留
め
に
つ
い
て
安
定
性
 

を
検
討
す

る
こ
と
。
 

・
安
定
計
算
の
結
果
、
当
初
想
定
し
て
い
た
矢
板
長

8
.
0m

で

は
不
足
し
、
矢
板
長

12
.
0
m
必
要
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
 

・
変
位
量
が
幹
線
道
路
に
影
響
を
与
え
な
い
か
確
認
す
る
こ

と
。
 

５
 

掘
削
及
び
土
留
に
あ
た
っ
て
は
、
地
下
水
の
 

影
響
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
。
 

・
観
測
地
下
水
位
を
整
理
し
た
結
果
、
施
工
期
間
と
な
る
非
か

ん
が
い
期
の
地
下
水
位
が
か
ん
が
い
期
よ
り
も
高
く
、
最
高

水
位
は
、
ボ
ー
リ
ン
グ
孔
内
水
位
よ
り
も

1
.
0m

以
上
高
い

こ
と
が
判
明
し
た
。

・
掘
削
法
面
の
安
定
性
及
び
土
留
矢
板
の
安
定
性
に
つ
い
て
、

地
下
水
位
を
見
直
し
た
結

果
、
掘
削
法
面
の
安
定
性
が
確
保

で
き
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
、
掘
削
勾
配
を

1:
0
.
5

か
ら

1:
1
.
0
に
見
直
し
た
結
果
、
最
小
安
全
率

1
.
3
02

と
な

・
鋼
矢
板
に
よ
る
土
留
め
と
開
削
箇
所
の
組
合
せ
に
な
る
の

で
、
水
替
え
等
が
道
路
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か

検
討
す
る
こ
と
。
 

・
不
連
続
部
の
土
留
め
方
法
に
つ
い
て
、
薬
液
注
入
等
を
検

討
す
る
こ
と
。

- 215 -



№
 

現
地
調
査
委
員
会
で
の
助
言
事
項
等
 

現
地
調
査
委
員
会
で
の
助
言
等
に
対
す
る
検
討
結
果
 

合
同

委
員

会
で

の
助

言
等
 

り
、
1
.2

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

・
ま
た
、
国
道

50
号
南
側
に
分
布
す
る
砂
層
よ
り
も
地
下

水

位
が
高
い
こ
と
か
ら
、
砂
層
の
流

亡
が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
の

対
策

と
し

て
 
 
地

下
水

の
低

下
（

ウ
エ

ル
ポ

イ
ン

ト

等
）

や
素

掘
り

区
間

に
土

留
矢

板
の

設
置

等
が

考
え

ら
れ

る
。

６
 

吊
り
防
護
に
つ
い
て
、
支
柱
の
有
無
も
含
 

め
、
詳
細

を
検
討
す
る
こ

と
。
 

・
１
ス
パ
ン
で
は
許
容
た
わ
み
量
を
満
足
し
な
い
た
め
、
支

柱

を
設
置
し
て
２
ス
パ
ン
に
見
直
し
を
行
う
。

７
 

工
事
期
間

中
の

仮
廻

し
水

路
に

つ
い
て
は
、
 

洪
水
時
等
の
国
道
５
０
号
へ
の
影
響
に
つ
 

い
て
も
検

討
し
、
必
要
な
対
策
を
と
る
こ
 

と
。
 

・
既
設
道
路
暗
渠
の
通
水
能
力
は

Q=
9
.
67
4
m
3/
s
で
あ
り
、
こ

れ
か

ら
時

間
雨

量
を

逆
算

す
る

と
、

R=
5
2
.4
m
m
/h

と
な

っ

た
。

・
こ
れ
は
、
小
山
観
測
所
（
非
か
ん
が
い
期
）
の

1/
8
0
年
確

率
雨
量
（
5
3.
2
m
m/
h
）
を
や
や

下
回
る
雨
量
に
相
当
す
る
。

・
こ
れ
以
下
の
降
雨
で
あ
れ
ば
、
既
設
往
路
暗
渠
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
下
流
側
へ
確
実
に
洪
水
を
流
下
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

・
通
水
能
力
を
超
え
る
洪
水
が
発
生
し
た
時
の
対
応
を
、
道

路
管
理
者
と
協
議
す
る
こ
と
。
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平
成

3
0
年
度
 
関
東
農
政
局
管
内
国
営
事
業
総
合
技

術
支
援
業
務
 

茨
城
中
部
地
区
 
現
地
調
査
委
員
会
・
合
同
委
員
会
で
の
助

言
・
検
討
概
要

（
排
水
対
策
及
び
軟
弱
地
盤
対
策
の
策
定
及
び
実
施
設
計
へ
の
反
映
に
係
る
課
題
と
留
意
点
）
 

№
 

現
地
調
査
委
員
会
で
の
助
言
事
項
等
 

現
地
調
査
委
員
会
で
の
助
言
等
に
対
す
る
検
討
結
果
 

合
同

委
員

会
で

の
助

言
等
 

１
 

土
質
定
数
に
含
水
比
の
資
料
を
追
加
す
る

こ
と
。
ま
た
、
粘
着
力
等
の
算
出
根
拠
を
明

確
に
す
る
こ
と
。
 

・
A
c2

層
は
含
水
比
が

1
3
0％

程
度
と
、
高
含
水
比
の
軟
弱
層

で
あ

る
。

施
工

時
に
地

下
水
低

下
工
法

等
で

地
下
水

位
を
変

化
さ

せ
る

と
排

水
に
よ

る
圧
密

沈
下
が

お
こ

り
、
周

り
に
影

響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。
 

・
試

験
を

実
施

し
て
い

る
土
層

は
そ
の

試
験

値
を
使

用
し
、

実
施

し
て

い
な
い

土
層
は

道
路

土
工

-
擁

壁
工

指
針
の

c
=8
N

よ
り
算
定
し
た
。
 

・
中
間
支
持
層
下
位
層
(
D
c1

層
)
の
検
討
で
は
、
q
u
=1
2
.
5N
、

c
=
q
u
/
2
の
関
係
式
か
ら

c
=
6.
2
5
N
が
成
り
立
つ
た
め
、
こ
の

式
を
用
い
て
安
全
設
計
と
し
た
。
 

・
含

水
比

が
高

い
土
質

条
件
な

の
で
、

地
下

水
位
低

下
工
法

を
行

っ
た

場
合

の
圧

密
沈

下
に

つ
い

て
も

検
討

す
る

こ

と
。

２
 

下
流
側
に

あ
る
排
水
機
場
の
施
工
記
録
を

確
認
し
て
、
設
計
・
計
画
に
反
映
す
る
こ
と
。 

・
確

認
の

結
果

、
詳
細

な
施
工

記
録
は

見
当

た
ら
な

い
と
の

こ
と
で
あ
る
。
 

（
県
営
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
 
 
平
成
１
２
年
度
完
了
）
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№
 

現
地
調
査
委
員
会
で
の
助
言
事
項
等
 

現
地
調
査
委
員
会
で
の
助
言
等
に
対
す
る
検
討
結
果
 

合
同

委
員

会
で

の
助

言
等
 

３
 

基
礎
杭
に
つ
い
て
、
回
転
杭
工
法
等
他
の
工

法
と
比
較
検
討
を
す
る
こ
と
。
 

・
打

込
み

杭
工

法
、
中

掘
り
杭

工
法
、

回
転

杭
工
法

を
比
較

し
、
最
も
経
済
的
な
打
込
み
杭
工
法
と
し
た
。
 

・
打
込
み
工
法
え
あ
れ
ば
、
被
圧
地
下
水
に
も
対
応
で
き
る

。 

・
但
し
、
杭
打
機
の
調
達
が
難
し
い
。

・
施

工
時

の
留

意
点
と

し
て
、

打
止
め

高
さ

の
管
理

が
重
要

に
な

る
。

打
込

み
杭

の
管

理
手

法
に

準
じ

て
管

理
す

る
こ

と
。

４
 

中
間
支
持
層
が
薄
層
な
の
で
、
支
持
力
の
考

え
方
を
整
理
す
る
こ
と
。
 

・
中

間
支

持
層

が
薄
層

な
た
め

杭
基
礎

設
計

便
覧
に

よ
り
、

有
効
層
厚
比

H
/D

が
3
以
上
で
あ
れ
ば
よ
い
。
よ
っ
て
、
杭

先
端

が
薄

層
の

上
端
と

な
る
よ

う
に
し

て
杭

径
と
有

効
層
厚

の
比
率
が

3
以
上
と
な
る
よ
う
に
杭
長
を
変
更
し
た
。
 

・
道

路
橋

示
方

書
Ⅳ
下

部
構
造

編
の
群

杭
の

考
え
方

を
準
用

し
、

地
中

鉛
直

応
力
と

下
層
粘

性
土
層

の
支

持
力
を

確
認
し

た
結
果
、
安
全
で
あ
る
。
 

５
 

中
層
混
合
改
良
の
範
囲
を
再
検
討
す
る
こ

と
。
 

・
改

良
範

囲
を

車
両
の

通
行
及

び
旋
回

を
考

慮
し
た

範
囲
と

し
た
。
 

こ
れ
に
よ
り

35
0
0
m
2 →

1
4
00
m
2
と
し
た
。
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6.6 合同委員会資料 
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平
成
30
年
度
関
東
農
政
局
管
内
国
営
事
業
総
合
技
術
⽀
援
業
務

地
区

名
：
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業

茨
城
中
部
地
区
（
小
堤
(
お
づ
つ
み
)
地
区

揚
排
水
機
場
建
設
工
事
）

課
題
項
目
：
排
水
対
策
及
び
軟
弱
地
盤
対
策
の
策
定
及
び
実
施
設
計
へ
の
反
映
に
係
る
課
題
と
留
意
点

【
現
地
調
査
委
員
会

助
⾔
対
応
⽅
針
説
明
資
料
】

現
地
調
査
委
員
会

助
言
対
応
方
針
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1

１
．
土
質
調
査
結
果

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

2
（
１
）
A
c
2
層
の
含
水
比
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

5
（
２
）
粘
着
力

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

7

２
．
近
傍
機
場
の
施
工
記
録
に
よ
る
反
映

…
…
…
…
…
…

施
工
記
録
な
し

３
．
基
礎
杭
工
法
の
検
討

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

8
（
１
）
機
場
基
礎
形
式
の
留
意
点

…
…
…
…
…
…
…
…
…

8
（
２
）
工
法
の
決
定

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1
0

４
．
中
間
砂
礫
層
の
検
討

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1
1

（
１
）
中
間
砂
礫
層
の
支
持
層
検
討

…
…
…
…
…
…
…
…

1
1

（
２
）
中
間
砂
礫
層
下
位
層
の
検
討

…
…
…
…
…
…
…
…

1
1

（
３
）
杭
配
置
図

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1
2

５
．
中
層
混
合
改
良
範
囲

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1
5

資
料
３
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1

№
項
目

助
言
事
項
等

対
応
方
針
（
案
）

処
理
結
果

備
考

１
土
質
調
査
結
果

土
質
定
数
に
含
水
比
の
資
料
を
追
加

す
る
こ
と
。

ま
た
、
粘
着
力
等
の
算
出
根
拠
を
明

確
に
す
る
こ
と
。

・
土

質
定

数
に

含
水

比
の

資
料

を
追

加
す

る
。

・
粘
着
力
の
算
定
根
拠
を
追
加
す
る
。

・
A
c
2
層

は
含

水
比

が
1
3
0
％

程
度

と
、

高
含

水
比

の
軟

弱
層

で
あ

る
。

施
工

時
に

地
下

水
低

下
工

法
等

で
地

下
水

位
を

変
化

さ
せ

る
と

排
水

に
よ

る
圧

密
沈

下
が

お
こ

り
、

周
り

に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。

・
試

験
を

実
施

し
て

い
る

土
層

は
そ

の
試

験
値

を
使

用
し

、
実

施
し

て
い

な
い

土
層

は
道

路
土

工
指

針
の

c
=
8
N
よ

り
算

定
し
た
。

・
中

間
支

持
層

下
位

層
(
D
c1

層
)
の

検
討

で
は

、
q
u
=
1
2
.
5N

、
c
=
q
u
/
2
の
関
係
式
か
ら
c
=
6
.
2
5
N
が
成
り
立
つ
た
め
、
こ
の

式
を
用
い
て
安
全
設
計
と
し
た
。

２
近
傍
機
場
の
施
工
記
録

に
よ
る
反
映

下
流
側
の
排
水
機
場
の
施
工
記
録
を

確
認
し
て
、
設
計
・
計
画
に
反
映
す

る
こ
と
。

・
県
に
施
工
記
録
を
確
認
す
る
。

・
確

認
の

結
果

、
詳

細
な

施
工

記
録

は
見

当
た

ら
な

い
と

の
こ
と
で
あ
る
。

（
県
営
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業

平
成
１
２
年
度
完
了
）

３
基
礎
杭
工
法
の
検
討

基
礎
杭
に
つ
い
て
、
回
転
杭
工
法
等

他
の
工
法
と
比
較
検
討
を
す
る
こ
と
。

・
特
徴
や
経
済
性
を
比
較
表
に
て
整
理
す
る
。

・
打

込
み

杭
工

法
、

中
掘

り
杭

工
法

、
回

転
杭

工
法

を
比

較
し
、
最
も
経
済
的
な
打
込
み
杭
工
法
と
し
た
。

・
こ
れ
に
よ
り
、
被
圧
地
下
水
に
も
対
応
で
き
る
。

・
但
し
、
杭
打
機
の
調
達
が
難
し
い
。

４
中
間
砂
礫
層
の
検
討

中
間
支
持
層
が
薄
層
な
の
で
、
支
持

力
の
考
え
方
を
整
理
す
る
こ
と
。

・
中

間
砂

礫
層

が
支

持
層

と
し

て
可

能
か

検
討
す
る
。

・
中

間
砂

礫
層

下
位

層
の

支
持

力
を

検
討

す
る

。
こ

の
場

合
、

杭
1
本

で
は

な
く

群
杭

と
し
て
捉
え
検
討
す
る
。

・
中

間
支

持
層

が
薄

層
な

た
め

杭
基

礎
設

計
便

覧
に

よ
り

、
有

効
層

厚
比

H
/D

が
3
以

上
で

あ
れ

ば
よ

い
。

よ
っ

て
、

杭
先

端
が

薄
層

の
上

端
と

な
る

よ
う

に
し

て
杭

径
と

有
効

層
厚
の
比
率
が
3以

上
と
な
る
よ
う
に
杭
長
を
変
更
し
た
。

・
道

路
橋

示
方

書
Ⅳ

下
部

構
造

編
の

群
杭

の
考

え
方

を
準

用
し

、
地

中
鉛

直
応

力
と

下
層

粘
性

土
層

の
支

持
力

を
確

認
し
た
結
果
、
安
全
で
あ
る
。

５
中
層
混
合
改
良
範
囲

中
層
混
合
改
良
の
範
囲
を
再
検
討
す

る
こ
と
。

・
改
良
範
囲
を
必
要
最
小
限
に
す
る
。

・
改
良
範
囲
を
車
両
の
通
行
及
び
旋
回
を
考
慮
し
た
範
囲
と

し
た
。

こ
れ
に
よ
り
3
5
0
0
m
2
→
1
4
0
0m

2
と
し
た
。

平
成
3
0年

度
関
東
農
政
局
管
内
国
営
事
業
総
合
技
術
支
援
業
務

茨
城
中
部
地
区

現
地
調
査
委
員
会

助
言
対
応
方
針
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3．
基
礎
杭
⼯
法
の
検
討

（
１
）
機
場
基
礎
形
式
の
留
意
点

8

建
設
す
る
機
場
地
点
の
土
質
は
、
下
に
示
す
柱
状
図
に
示
す
と
お
り
、
地
表
面
か
ら
22

m
深
度
ま
で
は
沖
積
層
で
あ
り
、
軟
弱
な
粘
性
土
層

(深
度

16
m
)と

不
安
定
な
砂
礫
層

(深
度

22
m
)で

構
成
さ
れ
る
。

22
m
以
深
は
洪
積
層
と
な
り
、
N値

10
～

40
程
度
の
砂
質
シ
ル
ト
が

38
m
深

度
ま
で
続

く
が

、
Ｎ
値
は
比
較
的
小
さ
く
不
安
定
で
あ
る
。
38

m
以

深
は

Ｎ
値

が
高

く
安

定
し
た
砂

礫
・
砂

層
と
な
っ
て
い
る
。

基
礎
の
検
討
を
行
う
に
当
り
、
留
意
点
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

1)
支
持
層

道
路
橋
示
方
書
・
同
解
説

Ⅳ
下
部
構
造
編

P2
78

,2
79

に
規
定
さ
れ
る
「
良
質
な
支
持
層

」
は
、
砂
質
で
N≧

30
、
粘
性
で
N≧

20
と
さ
れ

、
層

厚
は
Ⅴ
耐
震
設
計
編

P3
4か

ら
層

厚
が

3m
以
上
の
地
盤
反
力
が
期
待
で
き
る
土
層
の
上
面
と
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
上
記
条
件
を

満
た
す
確

実
な
支

持
層

は
、
Dg

s、
Ds

3（
深
度

38
m
）
の

層
と
な
る
が

、
中

間
砂

礫
層

の
Ag

s（
深
度

22
m
）
で
も
、
下
層
の

Dc
1層

へ
の
影
響
を
検
討
し
支
障
無
け
れ
ば
こ
の
中
間
層
を
支

持
層
と
す
る
こ
と
も
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。
（
Ⅳ
下
部
構
造
編

P4
05

）

2)
被
圧
地
下
水

土
質
調
査
時
に
お
い
て
、
Ag

s層
、
Dg

s層
は
地
下
水
位
が
被
圧
し
、
最
高
で
GL

＋
1.
5m

（
TP

2.
14

m
）
ま
で
の

被
圧

地
下

水
位

が
確

認
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
堤

防
天

端
に
て
土

質
調

査
を
行
っ
た
際
も
、
被
圧
地
下
水
位
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

被
圧
地
下
水
位
は
、
杭
先
端
に
か
か
る
水
圧
が
大
き
い
程
、
先
端
根
固
め
と
し
て
使
用
す

る
セ
メ
ン
ト
ミ
ル
ク
の
噴
出
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
中
間
砂
礫
層
を
支

持
地
盤
と
し
た
方
が
、
杭
長
、
杭
先
端
根
固
め
等
の
施
工
性
・
経
済
性
で
好
ま
し
い
。

3)
杭
種

構
造
物
規
模
検
討
か
ら
、
杭
種
は
経
済
的
な
PH

C杭
を
使
用
し
、
杭
径
は

φ8
00

で
あ
る
。
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道
路
橋
示
方
書
・
同
解
説

Ⅳ
下
部
構
造
編
H2
4.
3
P6
13

に
よ
る
基
礎

形
式
選
定
表

9

4)
工
法
検
討

土
質
条
件
か
ら
選
定
さ
れ
る
杭
基
礎
工
法
は
右
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
般
的
に
安
価
で
候
補
と
な
る
工
法
は
、
打
込
み
杭
工
法
、
中
掘
り
杭

工
法
、
プ
レ
ボ
ー
リ
ン
グ
工
法
で
あ
る
。

本
施
工
地
点
で
は
被
圧
地
下
水
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
候
補
と
な
る
工
法

は
、
打
込
み
杭
工
法
、
回
転
杭
工
法
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
工
法
候
補
選
定
と
し
て
は
、

・
打
込
み
杭
工
法

・
中
掘
り
杭
工
法

・
回
転
杭
工
法

の
３
工
法
に
て
比
較
検
討
し
選
定
す
る
も
の
と
し
た
。
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（
３
）
杭
配
置
図

12
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15

中
間
混
合
改
良
は
、
当
初
は
左
図
に
示
す
よ
う
に
樋
管
工
事
の
工
事
車
両
の
ワ
ー
カ
ビ
リ

ヒ
ィ
ー
及
び
自
由
度
の
あ
る
旋
回
を
考
慮
し
て
、
敷
地
全
面
を
改
良
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
。

変
更
で
は
、
必
要
最
小
限
の
旋
回
範
囲
と
し
て
変
更
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
改
良
面
積
は
3
5
0
0
m
2 か

ら
1
4
0
0
m
2 に

縮
減
し
た
。

改
良
面
積

3
50

0m
2

改
良
面
積

1
40

0m
2

当
初

変
更

5．
中
間
混
合
改
良
範
囲
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